
8Tome

く
、
多
く
の
男
性
に
も
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
知
っ
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
ま
た

開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、

「
地
域
連
携
交
流
会
実
行
委
員
会
」

の
主
催
に
よ
り
「
み
ん
な
で
つ
く

る
市
民
活
動
～
登
米
魅
力
発
見
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
連
携
交
流
会

も
同
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
各
団
体
の
活
動

の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
物
品
の
販
売

な
ど
を
通
し
て
相
互
に
交
流
し
た

ほ
か
、
今
年
度
は
、
デ
ュ
ー
ク
更

家
公
認
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た

　
ま
た
、
昼
食
時
に
は
、
連
携
交

流
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、

は
っ
と
汁
や
お
に
ぎ
り
の
提
供
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
「
交
流
」「
運

動
」「
食
事
」
と
、
大
い
に
登
米
市

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

　
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

　
小
・
中
学
校
か
ら
　
点
の
応
募

２５

が
あ
っ
た
「
こ
ん
な
ま
ち
、
い
い

な
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
聞
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
各
入
賞
校
に
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
後
の
作
品
の
発
表
で
は
、

横
山
小
学
校
６
年
１
組
「
ア
ッ
プ

ル
ラ
ン
ド
」
の
皆
さ
ん
が
、
作
品

に
対
す
る
思
い
を
元
気
よ
く
発
表

し
ま
し
た
。

　
宮
城
大
学
前
副
学
長
山
田
 晴
  義
 

は
る
 よ
し

さ
ん
が
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
、
条
例
策
定
に
関
す
る

取
組
事
例
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
市
民
、
市
民
活
動
団
体
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
の
権

利
と
義
務
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
施
策
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
対
談
で
は
、
市
長
と
山
田
さ
ん

双
方
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
在
り

方
や
現
在
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
山
田

さ
ん
は
「
条
例
を
作
れ
ば
す
べ
て

が
解
決
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
大
切
な

こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
が
こ

れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
宮
城
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

古
川
 隆
 さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

た
か
し

タ
ー
に
、
市
内
外
で
活
動
す
る
３

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
い
ま
し

た
。

多
く
の
人
が
集
ま
り

「
登
米
市
」
の
未
来
を
考
え
る

　
市
が
目
指
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
ル
ー
ル

で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
」。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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ひ
　
　
と

連
載
　
第
６
回

　
男
女
共
同
参
画
の
研
修
会
も

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
同
日
に
開
催
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
Ｄ
Ｖ
」（
夫
や
恋
人
な
ど
、

身
近
な
男
性
か
ら
女
性
が
受
け
る

暴
力
）
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
ハ
ー
テ
ィ
仙
台
（
仙

台
女
性
へ
の
暴
力
防
止
セ
ン

タ
ー
）
代
表
の
八
幡
 悦
  子
 さ
ん
を

え
つ
 
こ

招
き
、「
女
性
の
生
涯
の
健
康
」
お

よ
び
「
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
」
な
ど

の
現
状
に
つ
い
て
、
自
ら
の
活
動

体
験
を
基
に
し
た
講
話
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
こ
れ
ま
で
な
か

な
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
女
性
だ
け
で
は
な 体験を基にした講話に聞き入る参加者

それぞれ考えた「未来の登米市」を発表

◆
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

　
受
賞
作
品
一
覧

小
学
生
部
門

【
最
優
秀
賞
】　

　
横
山
小
学
校
６
年
１
組

　「
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」

【
優
秀
賞
】

　
森
小
学
校
５
年
１
組

　「
森
っ
子
イ
レ
ブ
ン
」

【
優
良
賞
】

　
新
田
小
学
校
６
年
１
組

　「
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」

中
学
生
部
門

【
優
良
賞
】

　
南
方
中
学
校

　「
あ
か
つ
き
・
く
ろ
ま
つ
」

「
こ
ん
な
登
米
市
に
！
」

未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

山
田
前
副
学
長
が
講
演

ま
ち
づ
く
り
の
問
題
点
や

方
向
性
を
テ
ー
マ
に
対
談

市
内
の
市
民
活
動
を

広
く
参
加
者
に
Ｐ
Ｒ

実
際
の
活
動
状
況
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
う

男
女
共
同
参
画
の
課
題

「
Ｄ
Ｖ
」に
つ
い
て
考
え
る
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市
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ポ
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入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
と
よ
ま
杯

２８
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１５

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

第
１
位
　

第
２
位
　
東
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
南
方
）

第
３
位
　
西
郷
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
南
方
）

第
９
回
み
や
ぎ
長
持
唄

全
国
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
祝
）

１１

２３

　
■
会
　
場
　
南
方
公
民
館

米
川
バ
ン
ビ
ー
ズ
（
東
和
）

【
少
年
の
部
】

　
第
１
位
　
伊
藤
蘭
（
登
米
）

　市では、新年恒例の「市消防団出初式」を1月１０日に開催します。　

　出初式では、市民の安全・安心を願うとともに、訓練や行進を通じて力強

い登米市消防団の姿を披露します。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】　平成22年１月１０日（日）　午前９時～１１時１５分

【会場】　市消防防災センター

【内容】　観閲行進、式典、救助訓練・放水訓練、消防車両の展示など

【問い合わせ】　市消防本部警防課　消防団係　緯 ０２２０（２２）１９０１

登米市消防団出初式を開催します

昨年度の観閲行進の様子

社
会
教
育
法
施
行

　
周
年
記
念

６０社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２０

　
■
会
　
場
　
文
部
科
学
省
講
堂

【
青
少
年
教
育
功
労
】

　
鈴
木
市
郎
（
迫
）

平
成
　
年
度

２１

全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

１９

　
■
会
　
場
　
山
口
県
山
口
市

　
　
　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

【
優
良
団
体
表
彰
】

　
登
米
市
体
育
指
導
委
員
会

【
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
】

　
海
老
名
弘
志
（
登
米
）

【
　
年
勤
続
体
育
指
導
委
表
彰
】

３０　千
葉
辰
雄
（
石
越
）

第
４
回
登
米
市
水
の
里
杯

空
手
道
競
技
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

２９

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
生
３
年
男
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
千
葉
良
樹
（
中
田
）

　
第
２
位
　
千
葉
駿
介
（
豊
里
）

　
第
３
位
　
伊
藤
匠
（
迫
）

【
小
学
校
６
年
女
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
鈴
木
そ
ら
（
迫
）

【
中
学
校
男
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
菅
原
一
輝
（
中
田
）

　
【
中
学
校
女
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
藤
原
ひ
か
り
（
迫
）

第
６
回
市
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
１
年
生
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
８
日
（
日
）

１１

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園
　

【
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
及
川
・
平
野
（
東
和
）

　
第
２
位
　
星
・
高
山
（
新
田
）

　
第
３
位
　
千
葉
・
後
藤
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
（
仁
）・

　
　
　
　
　
佐
々
木
（
浩
）（
豊
里
）

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
宍
戸
・
菊
地
（
中
田
）

　
第
２
位
　
高
橋
・
吉
野
（
東
和
）

　
第
３
位
　
佐
藤
・
三
浦
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
・
阿
部
（
南
方
）

第
　
回
冬
季
み
や
ぎ

１０
弓
の
里
A
１
カ
ッ
プ

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１３

　
■
会
　
場
　
迫
体
育
館

第
　
回
登
米
市

２５
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
６
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
大
内
朝
陽
（
中
田
）

　
第
２
位
　
堺
紀
人
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
響
（
石
越
）

　
　
　
　
　
但
木
大
介
（
迫
）

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
佳
乃
（
東
和
）

　
第
２
位
　
八
嶋
莉
恵
（
登
米
）

　
第
３
位
　
千
葉
寧
音
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
瑛
（
東
和
）

【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
菅
原
潤
（
迫
）

　
第
２
位
　
加
藤
隼
也
（
迫
）

　
第
３
位
　
遠
藤
友
樹
（
迫
）

　
　
　
　
　
佐
藤
弾
（
迫
）

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
文
俊
美
（
南
方
）

　
第
２
位
　
芳
賀
明
日
花
（
東
和
）

　
第
３
位
　
小
野
寺
彩
友
（
中
田
）

　
　
　
　
　
佐
藤
彩
理
（
迫
）

【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
東
和
）

　
第
２
位
　
佐
々
木
廉
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
太
寅
（
東
和
）

　
　
　
　
　
佐
藤
康
（
東
和
）

【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
由
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
渡
部
唯
（
米
山
）

　
　
　
　
　
千
葉
る
い
（
石
越
）

【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
）

　
第
２
位
　
鎌
田
陸
（
迫
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
淳
（
東
和
）

　
　
　
　
　
鈴
木
寅
泰
（
南
方
）

【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
狩
野
里
美
（
迫
）

　
第
２
位
　
遠
藤
千
冬
（
迫
）

　
第
３
位
　
鈴
木
彩
夏
（
迫
）

　
　
　
　
　
横
山
稀
理
（
迫
）

【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
三
浦
祐
哉
（
迫
）

　
第
２
位
　
熊
谷
祐
汰
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
慎
也
（
中
田
）

　
　
　
　
　
細
浦
大
志
（
迫
）

【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
美
乃
（
中
田
）

　
第
２
位
　
及
川
佳
澄
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
い
く
（
津
山
）

　
　
　
　
　
渡
辺
夏
水
（
南
方
）

【
リ
カ
ー
ブ
少
年
男
子
の
部
】

　
第
２
位
　
山
田
卓
（
東
和
）

【
リ
カ
ー
ブ
少
年
女
子
の
部
】

　
第
３
位
　
千
葉
優
（
東
和
）

【
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
少
年
女
子
】

　
第
１
位
　
及
川
彩
花
（
東
和
）

【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
熊
谷
尚
敏
（
迫
）

　
第
２
位
　
　
原
卓
俊
（
迫
）

　
第
３
位
　
千
葉
康
太
郎
（
迫
）

　
　
　
　
　
菅
原
吏
輝
（
中
田
）

【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
八
嶋
千
尋
（
登
米
）

　
第
２
位
　
清
野
夏
希
（
登
米
）

　
第
３
位
　
堺
す
み
れ
（
迫
）

　
　
　
　
　
千
葉
え
り
菜
（
迫
）


